
現
在
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
次
の
九
校
の
国
立
大
学
が
あ
る
。
即
ち
、
コ

ロ
ン
ボ
大
学
白
昌
ぐ
①
国
ご
具
９
５
日
ｇ
）
、
・
ヘ
ー
ラ
ー
デ
’
一
ヤ
大
学
ｅ
員
‐

ぐ
①
『
切
目
具
呼
時
且
①
昌
租
）
、
キ
ャ
ラ
ニ
ヤ
大
学
白
昌
ぐ
の
目
旦
旦
穴
：
昌
苫
）
、

ス
リ
・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
プ
ラ
大
学
（
口
昌
ぐ
の
目
ご
具
坪
昌
畠
留
ぐ
四
日
①
回
の
‐

君
国
）
、
ジ
ャ
フ
ナ
大
学
（
冒
冒
の
国
辱
具
百
日
四
）
、
モ
ラ
ト
ゥ
ワ
大
学

白
昌
ぐ
の
国
ご
旦
冨
。
国
言
葛
騨
）
、
ル
フ
ナ
大
学
負
目
匡
目
冒
茸
①
風
ｑ
）
、

パ
ー
リ
・
仏
教
大
学
（
勺
目
Ｐ
目
冒
呂
冨
黒
目
弓
の
国
ご
）
、
開
放
大
学

（
○
胃
ロ
己
昌
ぐ
の
壗
巴
ご
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
パ
ー
リ
・
仏
教
大
学
と
開
放
大
学
は
、
い
ず
れ
も
日

本
で
の
通
信
教
育
の
如
く
大
学
本
部
は
事
務
所
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
実

際
の
教
育
は
地
方
の
教
育
機
関
や
ピ
リ
ウ
ェ
ナ
（
僧
院
学
校
で
あ
る
が
在
家

者
の
子
弟
の
教
育
も
行
な
う
）
に
於
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

仏
教
学
関
係
の
授
業
は
、
パ
ー
リ
・
仏
教
大
学
の
他
、
・
ハ
ー
リ
語
の
コ
ー

ス
が
キ
ャ
ラ
ニ
ャ
大
学
と
。
ヘ
ー
ラ
ー
デ
’
一
ャ
大
学
に
、
仏
教
学
日
邑
へ
冒
鼻

煕
巨
ら
の
、
）
「
－
－
ス
が
キ
ャ
ラ
’
一
ャ
大
学
と
。
ヘ
ー
ラ
ー
デ
’
一
ヤ
大
学
と
ス
リ

・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
プ
ラ
大
学
に
あ
り
、
キ
ャ
ラ
ニ
ャ
大
学
に
は
、
こ
の
他
、

仏
教
文
化
（
国
昌
巨
“
含
Ｑ
く
Ｅ
鯲
自
ｃ
二
）
と
仏
教
哲
学
（
冒
呂
巨
巽
邑
筐
。
‐

海
外
学
界
一
豆
－
ス

ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
研
究
事
情柏

原
信
行

切
呂
ご
）
の
コ
ー
ス
が
あ
る
。
パ
ー
リ
・
仏
教
大
学
で
は
、
仏
教
思
想
研

究
、
仏
教
比
較
研
究
、
仏
教
修
行
研
究
、
仏
教
美
術
及
び
考
古
学
、
シ

ン
ハ
ラ
語
学
及
び
文
学
、
パ
ー
リ
語
学
及
び
文
学
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

学
及
び
文
学
の
各
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
初
期
仏
教
、
仏
教
倫
理
学
、
仏

教
心
理
学
、
仏
教
論
理
学
及
び
認
識
論
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
と
部
派
仏
教
、
大

乗
仏
教
思
想
、
仏
教
文
化
、
仏
教
儀
式
、
仏
教
美
術
及
び
考
古
学
、
仏
教

社
会
哲
学
、
仏
教
文
化
史
、
仏
教
に
お
け
る
人
の
概
念
、
仏
教
社
会
学
及

び
民
俗
学
、
仏
教
教
育
学
、
仏
教
と
政
治
経
済
哲
学
、
仏
教
と
現
代
社
会

の
諸
問
題
、
仏
教
と
社
会
哲
学
、
仏
教
と
現
代
宗
教
、
仏
教
と
現
代
哲
学

の
諸
問
題
、
仏
教
と
現
代
科
学
、
仏
教
僧
院
生
活
の
起
源
と
組
織
、
佃
院

内
の
規
律
と
教
育
、
僧
院
内
の
法
律
と
裁
判
、
僧
院
の
美
術
、
僧
院
制
度

の
比
較
研
究
、
仏
教
美
術
の
基
礎
概
念
、
仏
教
美
術
の
展
望
と
変
革
、
考

古
学
の
原
則
と
方
法
、
仏
教
考
古
学
の
歴
史
、
碑
文
と
古
代
貨
幣
、
パ
ー

リ
語
の
文
法
・
翻
訳
・
作
文
・
言
語
学
・
文
学
・
文
学
史
、
梵
語
の
文
法

・
翻
訳
・
作
文
・
言
語
学
・
文
学
、
シ
ン
ハ
ラ
語
の
文
法
・
言
語
学
・
文

学
・
文
学
史
・
碑
文
・
古
文
書
学
、
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
の
文
法
・
翻
訳
・

文
学
。
以
上
の
授
業
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

パ
ー
リ
・
仏
教
大
学
は
一
九
八
三
年
一
月
の
開
校
で
未
だ
日
も
浅
く
、

前
述
の
如
く
実
際
の
授
業
は
、
各
地
の
僧
院
学
校
の
も
の
が
充
当
さ
れ
る

の
で
、
完
全
に
は
充
実
し
て
は
い
な
い
。
開
校
当
初
は
大
学
院
は
開
設
さ

れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
四
年
度
よ
り
、
新
た
に
修
士
課
程
を
設

け
て
い
る
。
こ
れ
は
主
に
留
学
生
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
期
間
も
一
年

間
で
終
了
し
、
特
に
授
業
は
せ
ず
、
指
導
教
授
の
個
人
指
導
の
下
に
論
文

を
書
け
ば
修
士
号
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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一
般
の
大
学
で
は
、
。
ハ
ー
リ
語
と
仏
教
学
関
係
の
コ
ー
ス
は
、
人
文
学

部
（
罰
。
巳
昌
。
闇
西
口
目
目
目
①
の
）
の
中
の
・
ハ
ー
リ
・
仏
教
学
科
（
ロ
名
胃
庁
日
の
昌

昌
冠
目
四
目
厚
邑
冨
鴬
煕
巨
昌
の
い
）
に
属
し
て
い
る
が
、
人
文
学
部
に
は
、

こ
の
他
、
梵
語
コ
ー
ス
が
ジ
ャ
フ
ナ
大
学
、
キ
ャ
ラ
’
一
ャ
大
学
、
ス
リ
・

ジ
ャ
ャ
ワ
ル
ダ
ナ
プ
ラ
大
学
に
あ
る
。
梵
語
コ
ー
ス
で
は
梵
語
仏
典
は
扱

わ
れ
ず
、
主
に
ヴ
ェ
ー
ダ
関
係
の
も
の
が
研
究
さ
れ
る
。
ま
た
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
文
明
の
コ
ー
ス
が
ジ
ャ
フ
ナ
大
学
と
キ
ャ
ラ
｝
一
ャ
大
学
に
あ
る
。
そ

の
他
、
語
学
関
係
で
は
、
シ
ソ
ハ
ラ
語
コ
ー
ス
は
ジ
ャ
フ
ナ
大
学
と
モ
ラ

ト
ゥ
ワ
大
学
以
外
に
、
タ
ミ
ル
語
コ
ー
ス
は
モ
ラ
ト
ゥ
ワ
大
学
と
ル
フ
ナ

大
学
以
外
に
あ
り
、
英
語
コ
ー
ス
は
モ
ラ
ト
ゥ
ワ
、
ス
リ
・
ジ
ャ
ャ
ワ
ル

ダ
ナ
プ
ラ
、
ル
フ
ヌ
の
各
大
学
以
外
に
あ
り
、
キ
ャ
ラ
’
一
ャ
大
学
に
は
、

こ
の
他
、
独
語
・
仏
語
の
他
、
言
語
学
コ
ー
ス
と
共
に
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、

中
国
語
、
日
本
語
の
コ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
実
際
の
授
業
内
容
は
、
筆
者
が
大
学
院
博
士
課
程
弓
。
の
庁
‐
鴨
騨
‐

ロ
ロ
胃
の
国
己
．
９
自
切
の
）
に
一
九
八
二
年
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
在
籍
し

た
キ
ャ
ラ
’
一
ャ
大
学
の
パ
ー
リ
・
仏
教
学
部
で
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
っ

た
。
主
任
教
授
で
あ
り
、
筆
者
が
師
事
し
た
Ｙ
・
Ｓ
・
カ
ル
ナ
ー
ダ
ー
サ
教

授
負
胃
目
且
§
）
は
、
論
事
負
目
目
ぐ
騨
己
旨
）
と
仏
教
思
想
、
蔵
外
文
献

に
お
け
る
仏
教
教
理
、
仏
教
思
想
史
、
倶
舎
論
梵
本
を
、
前
主
任
教
授

で
あ
り
当
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
の
前
号
に
そ
の
講
演
原
稿
が
翻
訳
掲
載
さ
れ

た
Ｎ
・
Ａ
・
ジ
ャ
ャ
ウ
ィ
ク
ラ
マ
教
授
（
冒
冨
員
鼻
言
冒
冒
）
は
、
。
〈
－
リ

語
文
法
・
言
語
学
・
翻
訳
・
作
文
、
律
蔵
の
小
品
（
ｐ
一
旨
‐
ぐ
騨
閼
愛
）
、
中

部
（
冨
騨
畳
島
国
‐
旨
圃
罵
）
、
経
集
（
印
員
冨
昌
箇
冨
）
、
ア
シ
ョ
ー
ヵ
王
碑
文
、

ジ
ャ
イ
ナ
教
聖
典
中
の
上
静
盧
経
（
口
冒
国
二
ご
野
蛮
二
：
目
邑
を
、
オ
リ

ヴ
ァ
ー
・
ア
、
、
ヘ
ー
ナ
ー
ャ
カ
（
ｇ
言
禺
ご
〕
畠
冒
畠
騨
冨
）
教
授
が
、
律
蔵
大

品
（
冒
罰
‐
ぐ
“
器
騨
）
の
大
腱
度
（
冒
冒
嶌
冨
且
騨
冨
）
、
長
老
尼
偶
（
国
〕
２
‐

ぬ
胃
圖
）
、
パ
ー
リ
文
学
史
を
、
ハ
ン
ウ
ァ
ッ
ラ
・
力
ル
ャ
ー
ナ
ワ
ン
サ
師

（
国
の
舅
、
①
冒
園
毎
画
ョ
錘
乏
色
目
切
四
）
が
、
パ
ー
リ
語
文
法
・
翻
訳
・
作
文
、
長

部
ｅ
侭
冒
‐
冒
冒
苫
）
、
普
曜
経
Ｐ
呂
冨
ぐ
騨
騨
国
）
、
妙
法
蓮
華
経
（
蟹
Ｑ
‐

号
胃
日
画
‐
冒
且
騨
昌
冨
伽
胃
圃
）
、
八
千
頌
般
若
（
嚴
冨
出
冨
昌
圃
‐
即
旦
副
冨
国
‐

日
目
）
を
、
ス
ダ
ル
マ
・
パ
ソ
デ
ィ
タ
教
授
（
凹
昌
〕
胃
目
騨
も
目
含
国
）
が
、

、
ハ
ー
リ
古
文
書
、
相
応
部
（
留
日
旨
弓
冨
‐
冒
冨
茜
）
、
増
支
部
（
言
瞥
茸
胃
四
‐

冒
冨
目
“
）
、
パ
ー
リ
文
学
史
を
、
テ
ィ
ラ
ク
・
カ
ー
ル
ャ
ワ
ン
サ
ム
教
授

（
昌
巨
《
５
塁
豐
奄
§
“
騨
日
）
が
、
仏
教
文
化
を
、
ロ
ー
ト
ゥ
ン
バ
・
ゥ
・
ハ
ー

リ
師
角
○
日
目
ｇ
ｇ
島
）
が
、
仏
教
史
の
起
源
・
歴
史
、
仏
教
に
お
け

る
智
を
、
Ｈ
・
Ｓ
・
ク
レ
ー
（
９
．
貝
身
）
が
、
初
期
仏
教
一
一
カ
ー
ャ
の
教

義
、
仏
教
の
比
較
研
究
、
仏
教
儀
式
を
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
・
ゥ
イ
ジ
ャ
ャ
ラ

ト
ナ
（
冒
騨
且
騨
乏
曽
冨
同
質
ロ
鯉
）
が
仏
教
教
義
概
論
を
講
義
し
て
い
る
。

さ
て
次
に
、
各
大
学
等
に
所
属
す
る
学
者
と
、
彼
ら
の
研
究
に
つ
い
て

紹
介
し
よ
う
。

キ
ャ
ラ
ニ
ャ
大
学
の
上
述
の
学
者
の
う
ち
、
カ
ル
ナ
ー
ダ
ー
サ
教
授
は

仏
教
哲
学
を
専
門
と
し
、
『
色
の
仏
教
的
分
析
』
（
言
唇
呂
言
騨
皆
冒
垣
”
房
旦

罵
茸
の
『
こ
）
を
一
九
六
七
年
に
著
し
、
近
時
は
漢
訳
仏
典
も
読
み
始
め
た
。

ジ
ャ
ャ
ウ
ィ
ク
ラ
マ
教
授
は
パ
ー
リ
文
学
、
文
法
、
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ァ

ン
の
言
語
学
に
勝
れ
「
経
集
の
段
階
的
発
展
の
実
証
と
分
析
」
を
一
九
四

七
年
に
発
表
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
ア
シ
ョ
ー
ヵ
王
碑
文
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
質
授
業
や
前
号
掲
載
の
教
授
の
原
稿
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
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て
あ
ろ
う
。
ア
、
、
ヘ
ー
ナ
ー
ャ
カ
教
授
は
。
〈
Ｉ
リ
文
学
、
特
に
小
部
（
冒
邑
‐

８
百
‐
旨
圃
簡
）
に
詳
し
い
。
ク
レ
ー
は
一
九
六
四
年
「
仏
教
文
献
に
お
け

る
九
分
の
発
生
と
発
展
」
を
発
表
し
、
中
観
哲
学
を
手
が
け
る
。
そ
の
他

ｗ
・
Ｊ
・
カ
ル
ナ
ー
ラ
ト
ナ
負
四
声
．
昌
目
・
胃
二
四
）
は
仏
教
哲
学
、
論
理
学
、

認
識
論
、
大
乗
仏
教
と
手
広
く
手
が
け
、
「
仏
教
の
因
の
定
型
」
の
論
文

が
あ
る
。
ま
た
、
Ｍ
・
Ｍ
・
Ｊ
・
マ
ー
ラ
シ
ン
ハ
（
旨
『
四
の
旨
瞥
の
）
は
一

九
六
七
年
「
初
期
仏
教
に
お
け
る
神
々
」
を
発
表
し
、
仏
教
社
会
学
の
研

究
に
移
り
、
現
在
は
各
仏
教
国
で
の
仏
教
と
民
間
信
仰
の
融
合
に
注
目
し

て
い
る
。
Ｇ
・
・
ハ
ー
ナ
ボ
ッ
ヶ
ー
９
豐
号
・
房
の
）
は
古
代
仏
教
徒
の
活
動

と
遺
跡
に
注
目
し
、
「
セ
イ
ロ
ン
の
サ
ン
ガ
の
僧
院
の
規
律
の
展
開
と
歴

史
」
を
一
九
六
九
年
に
発
表
し
た
。
Ｍ
・
ｗ
・
Ｐ
・
シ
ル
ワ
ー
教
授
（
２
く
融
）

は
仏
教
心
理
学
を
専
門
と
す
る
。
Ｒ
・
Ｄ
・
グ
ナ
ラ
ト
ナ
（
２
胃
３
３
煙
）

は
仏
教
を
科
学
的
態
度
で
眺
め
、
仏
教
の
科
学
性
を
探
る
。
Ｋ
・
ヴ
ー
″
ジ

ラ
２
畳
３
）
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
文
化
を
研
究
し
、
仏
歯
に
関
す
る
歴

史
と
文
化
に
つ
い
て
の
論
文
が
あ
る
。
カ
ー
リ
ャ
ワ
サ
ム
は
仏
陀
に
つ
い

て
の
説
出
世
部
の
説
に
つ
い
て
研
究
す
る
。
力
ル
ャ
ー
ナ
ワ
ン
サ
は
摂
阿

毘
達
磨
義
論
の
注
（
ざ
巨
巳
〕
四
目
目
鼻
菌
‐
く
ご
園
ぐ
目
）
の
シ
ン
ハ
ラ
語
訳
を

進
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
キ
ャ
ラ
ニ
ャ
大
学
名
誉
学
長
の
ワ
ル
ポ
ー
ラ
・

ラ
ー
フ
ラ
（
弓
“
ざ
。
冨
智
冒
冨
）
は
一
九
五
六
年
初
版
の
『
セ
イ
ロ
ン
仏

教
史
』
（
《
｛
閏
印
さ
曼
昌
胃
呂
冨
切
目
目
舟
豈
○
国
こ
）
で
殊
に
有
名
で
あ
る
。

次
に
、
・
ヘ
ー
ラ
ー
デ
’
一
ャ
大
学
に
は
、
一
九
六
六
年
に
長
部
の
註
釈
書

Ｐ
旨
四
三
届
く
四
倉
Ｐ
品
）
を
校
訂
し
た
リ
リ
ー
。
ダ
・
シ
ル
ワ
ー
女
史
（
巨
垣

烏
普
く
鱒
）
が
あ
る
。
彼
女
は
一
九
八
一
年
に
は
最
近
の
．
ハ
リ
ッ
タ
に
つ
い

て
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
、
国
立
博
物
館
の
紀
要
（
必
〕
・
盲
帰
甦
蜜
昌
。
色
）

の
第
三
十
六
巻
第
一
号
と
し
て
出
版
し
て
い
る
。
Ｋ
・
ア
ー
リ
ャ
セ
ー
ナ

（
胃
ご
閑
の
冒
四
）
は
仏
教
の
社
会
思
想
を
研
究
し
、
Ｒ
・
Ｍ
・
Ｍ
・
ハ
ン
ド
ウ

ル
カ
ン
ダ
（
唇
色
目
巨
昌
冨
且
Ｐ
）
と
Ｒ
・
Ａ
・
グ
ナ
テ
ィ
ラ
カ
Ｓ
ロ
コ
國
昌
画
冨
）

は
梵
語
と
西
蔵
語
の
比
較
研
究
に
入
っ
て
い
る
。
Ｙ
・
ダ
ソ
マ
・
〈
－
ラ

ｅ
ｇ
ｇ
自
署
巴
四
）
は
パ
ー
リ
テ
キ
ス
ト
を
広
く
研
究
し
、
一
九
七
○
年
に

「
・
ハ
ー
リ
註
釈
書
に
お
け
る
文
法
的
特
色
の
分
析
」
を
発
表
し
た
。
ま
た
、

同
・
ヘ
ー
ラ
ー
デ
’
一
ャ
大
学
哲
学
科
の
Ｐ
．
Ｄ
・
プ
レ
ー
マ
シ
リ
（
国
の
冒
騨
“
旨
）

は
仏
教
的
立
場
で
倫
理
学
を
考
察
し
、
Ｇ
・
ダ
ル
マ
シ
リ
（
ｇ
日
日
“
“
旨
）

は
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
概
念
に
対
す
る
仏
教
か
ら
の
批
判
を
と
り
あ
げ
る
。

次
に
、
ス
リ
・
ジ
ャ
ャ
ワ
ル
ダ
ナ
プ
ラ
大
学
で
は
、
Ｃ
・
ｗ
・
ワ
ン
ダ

ー
ラ
（
葛
四
目
胃
四
）
が
宗
教
社
会
学
と
し
て
仏
教
文
化
を
捉
え
て
い
る
。
当

大
学
の
シ
ソ
ハ
ラ
語
学
科
に
あ
る
Ｇ
・
ダ
ソ
マ
・
ハ
ー
ラ
教
授
は
「
十
一
、

二
世
紀
シ
ソ
ハ
ラ
文
化
比
較
研
究
」
を
一
九
七
三
年
に
発
表
し
て
い
る
が
、

本
年
（
一
九
八
四
年
）
暮
に
訪
日
と
の
こ
と
で
あ
る
。

人
文
学
部
の
大
学
院
弓
。
牌
‐
智
呂
匡
鼻
の
ｇ
冒
切
の
）
は
。
ハ
ー
リ
が
キ
ャ
ラ

’
一
ャ
、
・
ヘ
ー
ラ
ー
デ
’
一
ャ
、
ス
リ
・
ジ
ャ
ャ
ワ
ル
ダ
ナ
プ
ラ
大
学
に
、
梵

語
が
．
ヘ
ー
ラ
ー
デ
’
一
ャ
、
ス
リ
・
ジ
ャ
ャ
ワ
ル
ダ
ナ
プ
ラ
、
ジ
ャ
フ
ナ
大

学
に
、
仏
教
が
キ
ャ
ラ
ニ
ャ
、
。
ヘ
ー
ラ
ー
デ
ニ
ャ
、
ス
リ
・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル

ダ
ナ
プ
ラ
大
学
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
化
が
ジ
ャ
フ
ナ
大
学
に
、
そ
れ
ぞ
れ

設
け
ら
れ
、
各
大
学
所
属
の
教
授
達
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ら
の
コ
ー
ス
と
は
別
に
、
仏
教
学
研
究
所
弓
。
牌
’
四
騨
号
騨
蔚
冒
呂
言
８

９
９
へ
丘
巨
豊
野
ロ
号
①
い
）
が
キ
ャ
ラ
’
一
ャ
大
学
内
に
設
置
さ
れ
、
仏
教
資

料
・
仏
教
文
化
・
仏
教
思
想
の
三
つ
の
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
も
、
大
学
院
相
当
の
扱
い
を
受
け
、
研
究
生
は
当
研
究
所
所
属
の
教
官
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の
指
導
を
受
け
る
。
こ
の
研
究
所
は
一
九
八
四
年
度
よ
り
、
キ
ャ
ラ
’
一
ャ

大
学
か
ら
コ
ロ
ン
ボ
大
学
に
移
さ
れ
た
。
こ
こ
を
代
表
す
る
学
者
に
は
Ｌ

・
Ｐ
．
Ｎ
・
・
ヘ
レ
ー
ラ
ー
が
あ
る
。
彼
の
代
表
的
論
文
に
は
一
九
七
三
年

の
「
律
蔵
に
反
映
し
た
古
代
イ
ン
ド
の
性
ｌ
初
期
上
座
部
僧
院
の
規
律

の
記
録
の
性
的
特
徴
の
資
料
を
社
会
文
化
的
に
評
価
し
て
ｌ
」
が
あ
る
。

・
ハ
ー
リ
・
仏
教
大
学
に
は
特
定
の
教
授
は
い
な
い
が
、
キ
ャ
ラ
ニ
ャ
大

学
か
ら
学
長
と
し
て
移
っ
た
Ｋ
・
ア
ヌ
ル
ッ
ダ
は
パ
ー
リ
文
献
と
共
に
仏

教
社
会
思
想
に
詳
し
く
、
経
典
類
に
通
じ
て
い
る
。

一
方
、
大
学
を
離
れ
、
仏
教
百
科
辞
典
の
編
纂
長
と
な
っ
た
り
．
Ｊ
・

デ
ィ
ー
ラ
セ
ー
カ
ラ
（
冒
冒
の
①
胃
目
）
は
一
九
六
四
年
「
仏
教
僧
院
の
規

律
ｌ
経
・
律
蔵
と
の
関
連
に
お
け
る
そ
の
起
源
と
展
開
ｌ
」
を
発
表

し
て
い
る
。
ゞ

大
学
以
外
で
は
、
こ
の
他
に
も
カ
ソ
リ
ッ
ク
神
父
Ａ
・
ピ
ー
リ
ス
（
国
の
‐

鳥
）
は
注
釈
家
ダ
ン
マ
・
ハ
ー
ラ
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も

多
く
の
出
家
・
在
家
の
学
者
が
あ
っ
て
、
学
問
的
或
い
は
一
般
向
き
の
多

く
の
仏
教
書
を
出
し
て
い
る
。

筆
者
の
知
る
若
手
の
学
者
と
し
て
は
、
先
ず
本
学
に
留
学
し
現
在
大
智

度
論
の
研
究
に
努
め
る
Ｕ
・
ス
マ
ン
ガ
ラ
師
（
２
日
四
国
鴨
冨
）
が
あ
り
、
ま

た
駒
沢
大
学
大
学
院
に
は
キ
ャ
ラ
’
一
ャ
大
学
で
講
師
を
勤
め
て
い
た
Ａ
・

ス
マ
ナ
サ
ー
ラ
師
（
普
目
目
騨
“
胃
騨
）
が
あ
っ
て
道
元
の
著
作
を
読
む
。
ま

た
、
仏
教
学
研
究
所
に
は
一
九
八
二
年
に
僧
院
の
経
営
学
を
テ
ー
マ
に
修

士
論
文
を
著
し
た
ソ
ー
マ
ラ
ン
シ
師
命
。
目
胃
画
團
）
が
あ
る
。
八
年
に
亙

っ
て
ス
リ
ラ
ン
カ
に
滞
在
し
、
比
丘
と
共
に
．
ハ
ー
リ
・
シ
ン
ハ
ラ
を
修
め

て
精
通
し
、
一
九
八
三
年
、
布
施
に
つ
い
て
の
修
士
論
文
を
書
き
上
げ
た

遠
藤
敏
一
氏
や
、
修
士
論
文
と
し
て
入
阿
毘
達
磨
論
を
英
訳
・
注
解
し
た

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
中
国
僧
、
ダ
ン
マ
ジ
ョ
ー
テ
ィ
師
も
仏
教
研
究
所
に

所
属
す
る
。

学
術
雑
誌
は
、
キ
ャ
ラ
’
一
ャ
大
学
か
ら
カ
ル
ャ
ー
’
－
－
つ
９
Ｆ
母
シ
旨
》

］
○
日
‐
唇
巴
昌
国
冒
ゴ
、
弓
騨
蔚
の
倖
の
○
ｇ
巴
、
日
の
二
。
⑦
印
９
号
①
口
昌
ぐ
胃
巴
辱
旦

嵐
の
医
員
葛
）
が
、
コ
ロ
ン
ボ
大
学
か
ら
は
コ
ロ
ン
ボ
大
学
紀
要
白
昌
ぐ
の
苗
ご

具
９
］
ｏ
目
冒
印
ぐ
厨
急
）
が
あ
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
大
学
で
の
研
究
活
動
以
外
に
、
民
間
の
仏
教
教
育
が

盛
ん
で
あ
る
。
仏
教
徒
子
弟
の
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
み

な
ら
ず
、
Ｙ
・
Ｍ
．
Ｂ
・
Ａ
Ｑ
ｏ
昌
飼
旨
①
昌
、
の
冒
呂
巨
切
舜
嚴
“
。
。
目
５
口
）
や

仏
教
出
版
協
会
（
国
鳥
冨
騨
四
目
。
：
ｏ
ｐ
ｇ
ｇ
の
ご
）
が
成
人
の
た
め
の
講

座
を
開
い
た
り
、
小
冊
子
を
領
布
し
た
り
し
て
い
る
。
シ
ン
ハ
ラ
語
ラ
ジ

オ
放
送
で
は
朝
夕
の
ピ
リ
ッ
ト
や
法
話
、
仏
教
対
談
を
放
送
す
る
他
、
毎

週
土
曜
日
の
朝
に
は
仏
教
教
義
の
ク
イ
ズ
番
組
が
あ
る
。
こ
の
様
に
、
現

在
の
仏
教
研
究
を
支
え
る
基
盤
は
政
府
の
協
力
の
下
に
強
靱
で
あ
る
と
言

え
よ
』
フ
。

現
在
、
活
躍
し
て
い
る
学
者
は
殆
ん
ど
西
欧
的
な
研
究
方
法
を
身
に
つ

け
て
い
る
。
ジ
ャ
ヤ
ウ
ィ
ク
ラ
マ
教
授
は
Ｇ
・
Ｐ
・
マ
ラ
ラ
セ
ー
カ
ラ

（
昌
騨
巨
騨
”
農
：
）
の
折
導
を
受
け
た
。
マ
ラ
ラ
セ
ー
カ
ラ
は
リ
ス
・
デ
ヴ

ィ
ッ
ッ
夫
人
に
師
事
し
た
。
カ
ル
ナ
ー
ダ
ー
サ
教
授
も
ジ
ャ
ャ
ヴ
ィ
ク
ラ

マ
教
授
の
下
に
英
国
流
の
研
究
方
法
を
受
け
継
ぎ
、
英
国
留
学
に
よ
り
こ

の
方
法
を
築
き
上
げ
て
い
る
。
他
に
も
同
様
の
学
者
が
見
ら
れ
る
。

元
来
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
研
究
は
シ
ン
ハ
ラ
語
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

き
た
。
各
種
の
仏
典
の
逐
語
訳
（
の
“
目
〕
暑
少
）
が
な
さ
れ
て
い
た
の
が
、
欧
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州
の
学
者
に
よ
る
新
し
い
研
究
方
法
を
迎
え
た
。

し
か
る
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
仏
教
研
究
は
新
た
な
局
面
を
迎
え

て
い
る
と
言
え
る
。
政
府
に
よ
る
仏
教
教
団
の
保
護
に
よ
り
、
ス
リ
ラ
ン

カ
仏
教
学
界
の
関
心
は
教
団
へ
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
仏
教
研

究
は
仏
典
と
そ
の
教
義
を
テ
ー
マ
に
す
る
も
の
と
共
に
教
団
の
あ
り
方
に

関
与
す
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
先
の
学
者
の
も
の
以
外
の
イ
ン
ド
学
・
仏
教
学
関
係
の
修
士
論

文
と
博
士
論
文
の
標
題
（
一
九
四
四
’
一
九
八
一
）
を
掲
げ
、
ス
リ
ラ
ン
カ

に
お
け
る
仏
教
研
究
の
様
相
を
示
す
一
助
と
し
た
い
。

先
ず
海
外
で
取
得
さ
れ
た
博
士
論
文
で
は
、
仏
歯
の
祭
祠
、
初
期
大
乗

に
お
け
る
仏
教
哲
学
の
発
展
と
パ
ー
リ
・
’
一
カ
ー
ャ
、
十
五
’
六
世
の
セ

イ
ロ
ン
仏
教
研
究
、
段
目
騨
笥
目
四
口
四
支
配
下
の
デ
カ
ン
北
部
の
仏
教
、

初
期
仏
教
に
お
け
る
心
の
概
念
、
セ
イ
ロ
ン
の
初
期
仏
教
史
書
、
セ
イ
ロ

ン
の
一
二
○
○
’
一
四
○
○
年
頃
の
仏
教
僧
伽
、
十
世
紀
以
前
の
セ
イ
ロ

ン
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
イ
ズ
ム
と
大
乗
仏
教
の
歴
史
、
仏
歯
儀
式
と
政
治

的
意
義
、
叙
事
詩
と
プ
ラ
ー
ナ
期
の
南
イ
ン
ド
と
セ
イ
ロ
ン
の
シ
ブ
信
仰
、

ぐ
際
冒
忌
日
樹
に
表
わ
れ
た
バ
ル
ト
リ
ハ
リ
の
言
語
学
的
理
解
、
タ
ミ

ル
語
へ
の
梵
語
の
影
響
の
観
点
か
ら
見
た
Ｑ
ぐ
鳥
四
○
旨
３
９
四
日
の
研
究
、

梵
語
文
献
に
お
け
る
ご
胃
四
の
巨
働
日
騨
、
シ
巳
習
鼻
日
蝕
の
構
文
研
究
。

国
内
で
は
、
・
ハ
ー
リ
文
献
中
の
仏
陀
の
概
念
の
発
展
、
初
期
仏
教
と
バ

ガ
プ
ッ
ド
ギ
ー
タ
ー
と
の
比
較
、
ポ
ロ
ン
ナ
ル
ワ
の
仏
教
建
築
、
仏
教
文

献
中
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
、
初
期
仏
教
の
心
理
学
的
基
礎
に
関
連
し
た
情
緒
教

育
の
理
論
と
方
法
、
初
期
パ
ー
リ
文
献
中
の
奇
跡
の
役
割
と
信
の
問
題
、

戒
壇
の
歴
史
的
発
展
、
筐
冨
拭
ぐ
い
く
。
§
中
の
禺
曾
日
四
の
概
念
の
発
展
と

丙
倒
戸
口
園
Ｈ
冒
四
の
概
念
と
の
関
連
、
ラ
ー
マ
ャ
ナ
に
反
映
し
た
古
代
イ

ン
ド
の
社
会
状
況
、
十
一
’
十
六
世
紀
上
座
部
諸
国
間
の
交
流
、
シ
ｇ
昼
‐

冒
叶
冒
四
‐
困
日
屋
ｏ
８
富
の
英
訳
と
重
要
術
語
解
説
、
知
叩
与
剤
①
目
に
お
け
る

在
家
者
の
指
導
力
、
シ
ン
ハ
ラ
語
に
残
る
梵
語
文
学
と
梵
語
の
影
響
、

旨
揖
冨
の
侵
入
ｌ
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
来
航
（
三
二
五
’
一
五
○
五
）
の
僧
伽

の
制
度
と
富
四
目
出
目
命
目
署
且
画
）
の
地
位
、
梵
語
散
文
の
起
源
と

発
展
、
こ
れ
ら
英
文
論
文
の
他
、
シ
ン
ハ
ラ
語
の
も
の
に
、
属
目
房
房
冒
‐

肩
ｇ
Ｈ
菖
校
訂
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
律
の
文
献
研
究
、
因
且
騨
く
昌
苫
校
訂
、

一
二
三
五
年
以
降
の
セ
イ
ロ
ン
の
ブ
ロ
ン
ズ
製
仏
像
、
な
ど
が
あ
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
修
士
論
文
は
非
常
に
程
度
の
高
い
も
の
を
要
求
さ
れ
る
。

通
常
大
学
講
師
等
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
、
学
科
主
任
教
授
で
も
冒
岸
．
の

み
で
、
Ｆ
己
を
未
だ
取
得
し
な
い
者
も
あ
る
。
さ
ほ
ど
施
大
な
数
で
は

な
い
の
で
、
列
挙
す
る
と
、

先
ず
、
英
文
の
も
の
で
は
、
初
期
仏
教
に
お
け
る
帝
釈
、
仏
教
・
ヒ
ン

ド
ゥ
イ
ズ
ム
の
哲
学
と
梵
語
詩
へ
の
応
用
、
ｚ
ａ
国
嶌
胃
時
代
（
一
七
三
九

’
一
八
一
五
）
の
仏
教
、
学
校
に
お
け
る
仏
教
教
育
、
仏
教
に
お
け
る
関

係
の
哲
学
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
建
築
の
門
、
三
’
十
世
紀
セ
イ
ロ
ン
の

仏
教
教
育
史
、
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
と
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
比
較
、
古
代
セ
イ
ロ

ン
の
仏
像
堂
、
仏
教
哲
学
に
基
づ
く
教
育
理
論
、
ニ
カ
ー
ャ
に
お
け
る

祠
自
引
の
分
析
、
呂
圃
制
‐
の
§
四
色
盲
校
訂
、
サ
ー
ン
キ
ャ
哲
学
教
義

と
初
期
思
想
の
基
礎
、
セ
イ
ロ
ン
に
お
け
る
大
乗
の
文
献
と
建
造
物
の
痕

跡
、
Ｆ
ｏ
宮
君
君
圃
国
患
校
訂
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
と
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
の

類
似
物
語
の
比
較
、
初
期
ス
リ
ラ
ン
カ
詩
に
お
け
る
梵
語
巴
自
圃
国

獣
興
国
の
影
響
。
ま
た
、
シ
ン
く
う
語
で
は
、
三
蔵
に
反
映
し
た
仏
陀
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の
生
涯
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
英
国
統
治
と
仏
教
、
シ
ン
ハ
ラ
文
献
に
表
わ
れ

た
僧
院
生
活
、
セ
イ
ロ
ン
に
於
け
る
仏
教
の
神
知
学
運
動
と
シ
ン
ハ
ラ
語

研
究
の
復
興
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
神
知
協
会
の
教
育
活
動
の
批
判
的
研

究
、
パ
ー
リ
注
釈
書
に
お
け
る
文
法
的
特
色
の
分
析
、
甸
旦
胃
昌
制
謬

ミ
ー
鵠
．
窓
思
ｌ
蔭
校
訂
、
シ
ッ
ダ
ル
タ
、
十
一
’
十
八
世
紀
の
ス
リ

ラ
ン
カ
と
ビ
ル
マ
と
の
文
化
交
流
、
セ
イ
ロ
ン
の
民
間
信
仰
と
占
い
、

ｚ
巴
剖
四
‐
目
騨
届
く
秒
曽
笛
校
訂
、
セ
イ
ロ
ン
で
の
ピ
リ
ッ
ト
読
謂
の
起
源

と
流
布
、
己
冨
Ｈ
日
ｐ
、
日
日
と
三
蔵
中
と
の
ロ
ｇ
Ｈ
目
凹
‐
日
蝕
の
比
較
研

究
、
冥
想
の
方
法
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
群
の
比
較
研
究
、
梵
語
文
献
に
お
け
る
〃

辞
書
編
纂
の
起
源
と
発
展
、
ｚ
倒
目
閏
号
四
の
騨
冒
關
秒
研
究
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
大
乗
は
絶
え
た
為
、
上
座
部
仏
教
研
究
は
盛
ん
で

あ
る
が
、
大
乗
仏
教
研
究
は
未
だ
発
展
し
て
は
い
な
い
。
一
九
八
二
年
暮

れ
に
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
の
ジ
ェ
ー
タ
ブ
ナ
ー
ラ
マ
か
ら
、
九
世
紀
の
文
字

で
般
若
経
を
記
し
た
七
枚
の
見
葉
が
出
土
し
た
。
コ
ロ
ン
ボ
大
学
歴
史
学

科
で
こ
れ
を
解
読
し
、
現
代
シ
ン
ハ
ラ
文
字
と
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
と
に
よ
る

刊
本
と
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
未
だ
大
乗
仏
教
研
究

の
た
め
の
資
料
は
非
常
に
少
な
く
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
先
ん
じ
て
、
ド
イ
ツ

か
ら
○
烏
ｐ
Ｈ
ぐ
○
口
出
目
舜
胃
Ｈ
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
も
の
が

刊
行
さ
れ
た
（
《
・
段
呂
の
国
９
昼
国
胃
蔚
尉
①
旨
①
『
毎
胃
騨
く
冒
笛
爵
巴
〕
騨
昌
訂

弓
国
甘
山
も
野
Ｐ
昌
狸
繭
画
三
ｍ
ご
昌
国
巳
昌
も
巨
国
、
、
ｚ
・
シ
ミ
。
⑦
．
乞
麗
ｚ
Ｈ
．
『
も
む
Ｌ
ｇ

ｌ
ｇ
ご
。
な
お
、
黄
金
製
貝
葉
に
つ
い
て
は
筆
者
が
中
外
日
報
昭
和
弱
年
４

月
皿
・
昭
・
陥
日
号
に
そ
の
発
掘
状
況
等
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
山
口
務

氏
の
論
文
「
ス
リ
ラ
ン
カ
出
土
の
弔
昌
８
ぐ
冒
函
房
巴
昌
閏
圃
‐
犀
旦
目
‐

忌
国
目
国
に
つ
い
て
」
が
『
仏
教
学
研
究
」
第
十
八
号
に
あ
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
・
ハ
ー
リ
聖
典
偏
重
の
あ
ま
り
、
近
時
は
シ
ン
ハ
ラ
語

の
仏
教
書
が
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
却
っ
て
、
シ
カ
ゴ
の
。
冒
匙
の
ｍ

固
い
旨
、
旦
氏
が
国
巨
厨
幽
昌
冨
着
を
研
究
す
る
等
、
海
外
で
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
筆
者
が
ス
リ
ラ
ン
カ
に
て
戸
惑
っ
た
事
を
二
、
三
点
。
シ
ン
ハ

ラ
語
は
ロ
ー
マ
字
表
記
が
．
ハ
ー
リ
語
と
異
な
る
。
吏
昏
は
共
に
目
と

表
記
さ
れ
、
侍
菩
は
、
史
・
号
は
号
、
○
号
が
合
と
さ
れ
る
。
こ

れ
が
パ
ー
リ
語
の
表
記
に
も
屡
々
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
記
と
。
の
音
が
共

に
ｅ
の
文
字
で
表
わ
さ
れ
る
の
で
紛
ら
わ
し
い
。
大
学
図
書
館
は
シ
ン
く

う
版
の
古
書
が
開
架
式
書
架
に
並
べ
ら
れ
て
手
近
か
に
取
れ
る
の
に
反
し
、

Ｐ
Ｔ
Ｓ
版
等
が
特
別
閲
覧
室
に
収
め
ら
れ
且
っ
完
備
し
て
い
な
い
。
パ

リ
語
辞
典
は
、
パ
ー
リ
語
の
碩
学
Ａ
・
Ｐ
・
ブ
ッ
ダ
ダ
ッ
タ
の
コ
ン
サ
イ

ス
を
誰
も
用
い
ず
、
代
っ
て
皆
・
ハ
ー
リ
・
シ
ン
ハ
ラ
辞
典
、
或
い
は
英
語

の
訳
語
を
捜
す
な
ら
Ｐ
Ｔ
Ｓ
版
の
パ
英
辞
典
で
あ
る
。
我
だ
の
次
元
で
は
、

正
確
な
訳
語
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
、
英
国
人
に
よ

る
自
然
で
適
当
な
英
訳
語
を
求
め
る
た
め
に
、
．
〈
英
辞
典
を
用
い
て
い
る

の
で
あ
っ
た
。

88


